
 令和７年１２月２２日発行 №２ 三谷中学校区協働本部だより 

 三谷中学区の各小中学校では、2学期も地域と連携したさまざまな取り組みが行われました。 

中学生 地域で活躍 
 夏休み中の「寿楽荘祭り」では、３０人を超える中
学生が、縁日コーナー・スポーツコーナー・操縦体験

コーナー・シニアスポーツ体験コーナー等のお手伝

いに参加し、高齢者の皆さんや子どもたちとふれあ

うことができました。「三谷まつり」では、八剱神社前

と海中渡御会場で放送担当として１０人以上の男女

生徒が交代で頑張ってくれました。「ふれあいフェスティバル」にも、たくさんの中学生が参加し、ボランティアとし

ても頑張ってくれ、大いに盛り上げてくれました。 

 また、今学期も授業補助（数学・体育）、校内整備（草刈り・花壇の整備）、部活動指導でご協力をいただきまし

た。11月にオーストラリアから中学生が来たときは、弘法山金剛寺さんのご協力で説明・大きな弘法大師像を見

学、中区さんには山車蔵を見学させていただき、「三谷の町」を味わってもらうことができました。これからも地域

と学校の結びつきを強める活動をしていきたいと思いますので、ご協力よろしくお願いいたします。                       

（○文小田勝一 推進員・石黒敬一 推進員） 

 放課後子ども教室を開催するにあたって、推進

員・支援員・地域ボランティア・公民館・学校の皆さん

と連携を図るとともにご支援ご協力をいただき、「や

れることを、無理なく、楽しく」推進できた本年であっ

たと、心から感謝しています。 

 さて、私の行動原点は現場主義です。本年も積極

的に各教室を見学させていただき、時には子どもた

ちと一緒に遊び動き学ぶ中で、それぞれの素直な心の喜怒哀楽を通して、新しい体験を積ませていただきまし

た。また、そのことが、私自身の心身の滋養となり、日々精進させていただくことで幸福感・充実感を得ていると

感じている昨今です。これからも日々いろいろな皆さんとのつながりとふれ合いを通して、子どもたちが笑顔で

幸せな日々を過ごせるように邁進してまいりたいと思います。 （平野良則 推進員・○文伊藤勝美 支援員） 

素直な子どもたちにふれあい、自身が幸福に！！ 

三谷東小協働活動、ますます進行中です♪ 

 先生方から「今度〇〇をやるんだけど…」と声を

かけていただく機会が増えてきたかな、と感じる2

年目の協働活動。サポーターの皆さんには授業の

補助（ミシン、調理、プログラミング、図工等）や町探

検の付き添い、読み聞かせ、草刈り等、多岐にわた

る活動で多大なご協力をいただき、心から感謝申

し上げます。 

 今年は、新たに公式ＬＩＮＥを開設したり、支援員の伊藤さんと一緒に「工作教室」を計画、また、地域の方を「お

味噌汁の達人」としてお招きし、プロの技を披露していただきました。これからも、学校・地域・家庭が手を取り合

えるような、楽しい活動を進めていけたらな、と思っています。「無理なく、楽しく、できる時に♪」今後も、どしどし

皆様のご登録とご参加、ご協力よろしくお願いします。 （○文吉見里香 推進員・伊藤茂生 支援員） 
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